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糸島新聞が毎夏取り上げる「カメ子」 

- 地域と共に歩むニホンイシガメの物語 

米谷季子 

819-1119 福岡県糸島市前原東 1 丁目 8-17 株式会社 糸島新聞社 

"Kameko" featured every summer in Itoshima Newspaper.  

- The story of the Japanese pond turtle living in harmony with the local community. 

By Tokiko YONETANI 

Itoshima Newspaper, 1-8-17, Maebarahigashi, Itoshima, Fukuoka 819-1119，Japan. 

福岡県の最西部に位置する糸島市．糸島地域を

取材対象とする地方紙「糸島新聞」で，毎年夏に

なると一匹のカメが紙面を飾る．通称「カメ子」．

糸島市志摩小金丸の庄島安子さん宅に毎年姿を

現している野生のニホンイシガメだ． 

その出会いは 2010 年にさかのぼる．ある日の

夕方，裏口で物音がしたため庄島さんが網戸越し

にのぞくと，大きさ 20 センチほどのカメがじっ

とこちらを見つめていた．「ご飯でも食べに来た

の？入っておいで」と戸を開けて声を掛けると，

言葉が分かったかのように 5~10 センチの段差を

乗り越え，勝手口の土間までやって来た（図 1）．

身近にあった食材を置くと食べだしたので，庄島

さんも驚いたという．当初は何の気なしに「カメ

吉」と呼んでいたが，九州大学伊都キャンパス周

辺で活動する元岡「市民の手による生物調査」団

体から，甲羅の形や大きさなどからメスと指摘さ

れ，以後は「カメ子」と呼ぶようになった． 

カメ子は庄島家を訪れて餌を食べることを習

慣とし，2025 年で 16 年目を迎えた．出現時期は

年によって異なるが，毎年 6 月から 9 月の間に

姿を見せる．頻度はまちまちで，毎日のように現

れることもあれば，2~3 日おきのこともある．訪

れる時間帯は主に朝か夕方で，大雨の日は姿を見

せないことが多いという． 

当初は庄島家の横を流れる小川へ帰る姿が確

認されていたことから，上流に巣があるのではな

いかと考えられていた．しかし近年では，家の渡

り廊下の下にある暗く湿った場所から姿を現す

ようになっている．2021 年には仲間を 1 匹伴っ

て現れたこともあった（図 2）． 

庄島さんは夕食の残りの魚や肉，キャットフー

ドなどを与えていて，カメ子の食事時間は 15~30

分ほど．今では庄島さんの手から餌を食べるまで

に信頼関係が築かれている（図 3)．庄島さんは

図 1．毎年 6 月から 9 月の間に庄島家に現れ，餌を

食うニホンイシガメ（メス）の「カメ子」．写

真右下の QR コードにて，2025 年「カメ子」

が 庄 島 家 に 現 れ る 動 画 を 糸 島 新 聞 公 式

YouTube チャンネルにて公開中です． 
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「(毎年現れているのは)同じ個体だと思う．動作

がけそけそしとらん(落ち着いている)もんね」と

断言する．さらに「いつも夏になるとカメ子が帰

ってくるのが楽しみ．同居する娘と『今年も帰っ

て来たね，お帰り』といって出迎えている」とす

っかり家族のような存在になっている． 

庄島家には「ひな」という名の飼い猫もおり，

カメ子の食事を少し離れた場所から静かに見守

るという仲良しぶり．自然豊かな地域ゆえ，イノ

シシやアナグマなどの野生動物も姿を現すこと

があり，家族は「カメ子が無事でありますように」

と毎年願っている． 

カメ子の存在は，地域の人々にとっても特別だ．

糸島新聞には毎年「今年もカメ子は元気ですか」

という問い合わせが寄せられ，地元で愛される存

在となっている．人の暮らしに寄り添うニホンイ

シガメの記録は，観察資料としても貴重であり，

同時に糸島の温かな風土を象徴する物語でもあ

る．これからも庄島家とカメ子の交流を見守って

いきたい．  

図 2．「カメ子」とともに，庄島家に現れた２匹のニ

ホンイシガメたち（2021 年）．写真左上が毎

年カメたちが屋内に入ってくる土間． 

 

図 3．庄島さんの手から餌を食べるまでになった「カ

メ子」． 
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飼育下におけるニホンイシガメの交尾実験記録のまとめ 

鳥井正男 

665-0015 兵庫県宝塚市 かめっこクラブ 

Experimental records on mating in captivity of the Japanese Pond Turtle. 

By Masao TORII 

Kamekko Club, Takarazuka, Hyogo 665-0015, Japan  

はじめに 

ニホンイシガメ Mauremys japonica は日本列

島に生息する日本固有種ですが，2026 年 3 月公

表の環境省レッドリストにより絶滅危惧Ⅱ類に

指定され，保全が必要とされています．保全のた

めにはさまざまな調査が必要ですが，中でも交尾

に関する記録は少ないということで，今回，飼育

下において交尾実験を実施しましたので，それら

結果を以下に報告します． 

 

交尾実験方法 

ニホンイシガメの交尾は春や秋に行われると

されるため，実験は，2017 年 10 月 11 日から 11

月 26 日の日中に行いました（図 1）． 

実験に用いた個体は，背甲長 9 ㎝以上のオス６

個体，背甲長 13 ㎝以上のメス 11 個体です．い

ずれの個体も，著者の自宅庭の野外に置いたケー

ジで雌雄別々に飼育しています．各個体の背甲長

等の個体情報は表 1a とｂに示した通りです． 

実験は，庭先においた大きなバケツ（直径 49

㎝，高さ 47.5 ㎝）に，オスメス 1 個体ずつをラ

ンダムに組み合わせて，同時に入れ，１回につき

少なくとも約１時間お見合いさせて行いました．

お見合いはランダムな組み合わせで延べ 100 回

行いました．雌雄の組み合わせごとのお見合い回

数を表 2 に示しました．バケツには，水深約 25

㎝の水道水を入れ，観察が難しくなるほど水が汚

れてきた場合，水替えを行いました．ニホンイシ

ガメは用心深く，経験上，人の気配を感じると交

尾しないので，実験の際，バケツは自宅２階の窓

からよく見えるところに置き，窓ガラス越しに観

察すると同時に，見逃しを防ぐためにデジタルカ

図 1．日ごとのお見合回数及び交尾確認日 
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メラでインターバル撮影（５分間隔で自動的に撮

影）も行いました（図 2）．なお，オスがメスの背

甲にのりかかり，メスが首をのばし交尾を受け入

れたような体勢を確認したら，交尾を行ったと判

断しました（図 3）． 

 

結果 

延べ 100 回のお見合いで，交尾が確認できた

のは，僅か 7 回でした．お見合い開始から交尾に

至るまでの時間は，最短で 16 分後，最長で 87 分

後でした（表 1a）．交尾している時間は，15～20

分程度でした．また，交尾は 10 月 11 日から 11

月 16 日まで（延べお見合回数 52 回）は順調に

確認されましたが，11 月 17 日以降（延べお見合

い回数 48 回）はまったくみられなくなりました

（図１）． 

メスをみると，交尾を受け入れたメスは 11 個

体中 7 個体であり，交尾の受入回数は各個体とも

1 回のみでした（表２）．交尾を受け入れたメス

の最小サイズは，背甲長 14.6 ㎝（個体番号 10）

でした．対して，交尾しなかったメス 4 個体のう

ち 2 個体は，背甲長 14.2 ㎝（個体番号 2）と背

甲長 13.3 ㎝（個体番号 4）の小型の個体であり，

いずれも飼育期間中の産卵実績もなく，産卵でき

るまでに成熟していなかった可能性があります．

このことから，背甲長 14 ㎝前後がメスの交尾に

至るサイズの境目なのかもしれません．また，残

りの 2 個体は 18 回（個体番号 3），11 回（個体

番号 14）のお見合いを試みましたが，交尾には

至りませんでした．個体番号 14 は 2016 年と 2017

年のいずれも水中に卵を産み落とす経験をして

おり，そのことが交尾に至らないことに関係して

図 2．バケツ（直径 49 ㎝，高さ 47.5 ㎝）での交尾

実験の様子．デジタルカメラで撮影も実施． 

 図 3．交尾に至ったオスとメスの様子（上）と，交

尾を受け入れる前の様子（下）． 交尾を受

け入れたメスは首がのびる． 
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いるのかもしれません．交尾を受け入れたメス 7

個体のうち 4 個体（個体番号 6，10，21，31）は

飼育期間中に産卵実績がありますが，うち 2 個体

（個体番号 7，23）は少なくとも飼育期間中の産

卵実績はありません．残りの１個体（個体番号 1）

は幼体から育てた個体で，今回の実験で初めて交

尾を確認し，翌年 2018 年 6 月 19 日に産卵を確

認（産卵数 6 個）しています．すべての卵が変形

しており（図 4），その後，孵化に至りませんでし

た．初産の影響なのかもしれません． 

次にオスをみると，７回の交尾のうち交尾に至

ったオスは 6 個体中 4 個体で，うち 3 個体（個

個体番号 8 11 12 24 32 33

背甲長（㎝） 9.2 13.0 13.8 9.8 14.5 12.2

体重（g） 121 271 410 164 395 239

飼育開始年月 2016年4月 2016年6月 2015年3月 2017年5月 2017年10月 2017年11月

欠損 なし なし なし なし なし 両前肢

交尾回数 2 0 1 2 2 0

 

表１b．実験に用いたオス 6 個体の情報．体サイズは 2017 年 11 月 10 日に計測． 

個体番号 1 2 3 4 6 7 10 14 21 23 31

背甲長（㎝） 15.3 14.2 16.9 13.3 17.9 17.9 14.6 17.8 16.8 17.9 18.1

体重（g） 701 521 733 382 920 937 555 892 690 819 1012

飼育開始年月 2005年頃生 不明 不明 不明 2015年4月 2015年5月 2016年5月 2016年7月 2017年4月 2017年4月 2017年6月

過去の

産卵実績年
なし 不明 不明 不明

2016

2017
なし 2016

2016

2017
2017 なし 2017

交尾回数 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 1

交尾に至ったオス

の個体番号
8 32 24 8 24 12 32

交尾日 11月8日 10月19日 11月10日 11月16日 10月26日 11月6日 10月31日

お見合時刻
12：00～

15：00

13：55～

14：55

9：25～

10：10

15：00～

16：50

9：05～

10：00

13：15～

15：20

8：25～

9：25

お見合開始から

交尾確認までの時

間

87分後 16分後 23分後 82分後 33分後 29分後 27分後

交尾時　気温（℃） 15 16 12 10 15 14 13

交尾時　水温（℃） 14 16 8 7 15 12 9

実験後2018年

産卵実績

（産卵日と卵数）

6/19　6個 なし なし なし
6/13　7個

7/10　8個
7/17　8個 7/11　4個 なし 不明 7/18　7個 7/11　8個

表１a．実験に用いたメス 11 個体の情報．体サイズは 2017 年 11 月 10 日に計測．四肢の欠損はいずれの個

体もなし． 

1 2 3 4 6 7 10 14 21 23 31

8 3(1) 2 1 2 1 1 1(1) 2 1 1 1 16（2）

11 1 1 3 1 1 1 1 2 1 1 1 14（0）

12 1 2 4 1 1 1 1 2 1 5(1) 1 20（1）

24 1 3 3 2 1 1(1) 2 2 1(1) 1 1 18（2）

32 1 1 5 1 1(1) 1 1 2 1 1 2(1) 17（2）

33 1 3 2 2 1 1 1 1 1 1 1 15（0）

8

（1）

12

（0）

18

（0）

9

（0）

6

（1）

6

（1）

7

（1）

11

（0）

6

（1）

10

（1）

7

（1）

100

（7）

メス　個体番号

オ

ス

個

体

番

号

計

計

 

表 2．雌雄の組み合わせごとのお見合回数．カッコは交尾確認回数を示す． 
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体番号 8，24，32）は異なるメス２個体と１回ず

つ，残り１個体（個体番号 12）はさらに異なるメ

スと１回交尾に至りました（表２）．つまり，実

験期間中，交尾に至った雌雄のうち，メスは１回

ずつしか交尾を受け入れなかったのに対し，オス

は複数回交尾に至ったことになります．交尾に至

ったオスのうち，最小サイズの背甲長 9.2 ㎝の個

体番号 8 は，実験中 2 回交尾をしたものの，2 回

ともお見合い開始から交尾まで 80 分と長い時間

を要していました．交尾に至らなかったオスのう

ち個体番号 33 は，前両足（右足は手首，左足は

肘下が欠損）が欠損しているにもかかわらず，メ

スにアピールしていましたが，交尾には至らず，

求愛行動に不利があったようです． 

 

最後に 

今回の交尾実験を行って，メスにおいては，子

孫を残すための交尾を１度すれば，必要以上の交

尾をしないことや，ニホンイシガメにも相性があ

り，オスがいくら求愛行動をしてもメスが受け入

れなかったり，またメスが受入体勢になっていて

も，オスが消極的であったりとなかなか交尾まで

至らない難しさがあることを感じました． 

記録をまとめるにあたり，谷口真理さんにご協

力いただきました．ありがとうございました．

江戸時代中期の摺物「勢州津塔世山四天王寺三尊肩載之霊龜」に描かれ

たニホンイシガメ 

中村有加里・深瀬 徹 

794-8555 愛媛県今治市いこいの丘 1-3 岡山理科大学獣医学部獣医学科 

A Japanese pond turtle, Mauremys japonica drawn on a woodprint in the Edo period, Japan. 

By Yukari NAKAMURA and Tohru FUKASE 

Department of Veterinary Medicine, Faculty of Veterinary Medicine, Okayama University of Science, 

1-3 Ikoi-no-oka, Imabari-shi, Ehime 794-8555, Japan 

はじめに 

浮世絵やその他の摺物
すりもの

の類にはしばしば動物

が描かれている．それらは擬人化されたり，ある

いは実際とは異なる形で描かれていることがし

ばしばあるが，その一方，正確な形態が反映され

ていることも多い．正確に描かれた動物の絵は，

その種を推測することを可能にし，そのため，そ

れが描かれた時代の動物の様子を知るための材

図 4．個体番号 1 が産した変形した卵 



御亀楽（5），2026                                  7 

料にもなる． 

このたび，われわれは，江戸時代に摺られたと

考えられる１枚の木版画を入手し，そこに描かれ

ていたカメの形態を調べ，種の特定を試みた． 

 

研究の対象 

「勢州津塔世山四天王寺三尊肩載之霊龜」〔「肩」

の文字は「日本古典籍くずし字データセット」 

(情報・システム研究機構 データサイエンス共同

利用基盤施設 人文学オープンデータ共同利用セ

ンター, 2019) を参考にして判読〕および「享保

十五庚戌歳二月十二日從蓮池出現」との記述とと

もにカメが描かれた摺物 (図 1) を 2025 年 10 月

に東京都内の古書店にて入手した．摺物とは，広

義には印刷物一般を意味するが，通常は版木を用

いて印刷したものをいう．とりわけ江戸時代に広

く流通した浮世絵やその他の一枚摺の書画など

を摺物と称している． 

このたび入手した摺物について，とくに描かれ

ているカメの形態に関して検討し，その種の特定

を試みるとともに，こうした摺物を作成した意図

等を考察した． 

 

摺物とそれに記載の文言と絵の様態 

入手した摺物は木版墨摺で，和紙に摺られ，紙

面 の 大 き さ は 縦 の 左 縁 が  396 mm ， 右 縁 が

395mm，横は上縁，下縁ともに 287 mm であっ

た．中央にカメの絵が描かれており，その右側に

は「勢州津塔世山四天王寺三尊肩載之霊龜」，左

側には「享保十五庚戌歳二月十二日從蓮池出現」

との記載があった． 

描かれていたカメは背面から望んだ図で，紙面

上の大きさとして，最大直甲長は 178 mm，直甲

幅は 123 mm と測定された．その背甲板は，項

甲板，椎甲板，肋甲板，縁甲板，臀甲板が明瞭に

描かれており，項甲板は 1 枚，肋甲板は 4 枚，縁

甲板は左右ともに 11 枚，臀甲板は 2 枚が認めら

れたが，椎甲板は，背甲の中央部に 3 体の仏と思

われる像が描かれていたため，第１椎甲板と最後

の椎甲板が確認できるのみであった．体後半部の

縁甲板と臀甲板は，遊離縁が鋸歯状になっていた．

頭部と頸部，四肢はすべてが甲から出た状態で，

実際のカメの形態を模したように描かれていた．

また，尾も甲から出ており，基部が太く，途中か

ら細くなっていた． 

カメの背甲の中央部には上述のように三尊が

描かれていた．ただし，この三尊は，中央の中尊

と左右の脇侍ともに，簡略に表現されていた．な

お，この 3 体ともに，頭部には螺髪
ら ほ つ

 (丸まった頭

髪) と肉髻
にくけい

 (頭頂部の隆起している部分) が認

められた． 

 

図 1．木版墨摺「勢州津塔世山四天王寺三尊肩載之

霊龜」 
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考察 

この摺物は，「享保十五庚戌歳二月十二日從蓮

池出現」との記載があることから，享保 15 年か，

あるいはその後まもなくの時期に摺られたもの

と考えた．享保 15 年は西暦では 1730 年で，干

支は 庚 戌
かのえいぬ

である． 

ここに記載されている「勢州津」は伊勢の津で，

現在の三重県津市にあたる．そこに所在する「塔

世山四天王寺」は現在も存在する曹洞宗の寺院で，

寺伝によれば飛鳥時代に聖徳太子により建立さ

れたという (塔世山四天王寺, 2025)． 

描かれているカメは，日本に分布する淡水棲の

各種のカメ類を考えたとき，その形態からニホン

イシガメ Mauremys japonica と思われる．この絵

では背甲の隆条 (キール) は明確ではないが，最

後の椎甲板の頭尾方向に 1 本の線が描かれてお

り，これが隆条を表しているとすれば，このカメ

の背甲の隆条は 1 本と考えられる．3 本の隆条を

有するクサガメ M. reevesii と鑑別する点となろ

う．また，描かれたカメは背甲板の縁甲板と臀甲

板の遊離縁が鋸歯状となっており，このこともこ

の絵がニホンイシガメを描いたものであること

を示している．また，尾の基部が太くなっている

ことから，描かれているカメは雄であると推察さ

れる．なお，このカメがニホンイシガメの雄であ

るとすれば，描かれているカメの体サイズは，実

際のニホンイシガメの雄の個体よりも大きいが，

この摺物ではやや拡大して描いたのであろう． 

このカメは「從蓮池出現」と書かれている．す

なわち，塔世山四天王寺の蓮池から現れたとのこ

とである．現在の四天王寺に池はないが，寺伝で

は永禄 8 年 (1565 年) の頃には門前に蓮池があ

ったといわれている (塔世山四天王寺, 2025)．享

保 15 年 (西暦 1730 年) の頃にも，境内ないし

は門前に蓮が生育する池が存在し，その池にニホ

ンイシガメが生息していたことが推察される． 

カメの背甲には，蓮の花の上に三尊が描かれて

いる．三尊は，仏教における仏像安置の様式の１

つで，中央に中尊，その左右に脇侍が配置されて

いるものである．中尊としては釈迦如来や阿弥陀

如来，薬師如来などがあり，それらを中尊とする

三尊をそれぞれ釈迦三尊，阿弥陀三尊，薬師三尊

という．このたび入手した摺物では，中尊と左右

の脇侍はいずれも簡略に表されており，これらの

仏が何であるのか，たとえば中尊が釈迦如来であ

るか，阿弥陀如来であるか，薬師如来であるかな

どは明らかではない．ただし，塔世山四天王寺が

室町時代以降に曹洞宗となり，江戸時代にも曹洞

宗であったこと (塔世山四天王寺, 2025) を考え

ると，中尊は釈迦如来の可能性があろう．脇侍に

関しては様々なことが考えられるが，曹洞宗の釈

迦三尊の掛け軸等では，左脇侍 (向かって右の脇

侍) は承陽大師 (道元禅師)，右脇侍 (向かって

左の脇侍) は常済大師 (瑩山禅師) となってい

ることが多い．とはいえ，大師とすると，大師は

通常は坐像として描かれるが，ここでは立像とし

て描かれている点で違和感があり，加えて頭部に

螺髪と肉髻が認められることも大師とは異なる

ように思われる．なお，カメが相当に正確に描か

れているのに対して，仏の絵が簡略化されている

ことに関しては，何らかの意図があるのかもしれ

ないが，その考察には至っていない． 

ここで，カメの背甲に三尊が認められたという

点に関して，実際のカメの背甲に何らかの模様や

付着物があり，それを三尊に見立てたのか，ある

いはまったくの虚構であるかは，判断できない．

しかし，いずれにしても，カメは古来からめでた

いもの，縁起を祝う道具として用いられるものと

なっており (關根, 1912)，それに仏の姿を組み合

わせることによって霊験あらたかであることを
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示したものと思われる． 

江戸時代におけるカメ類の記録もいくつかが

知られている．それらはニホンイシガメやクサガ

メと考えられるものであるが，その当時の出版物

からの知見が主となっている  (後藤 , 2015；

2017；2019；2020a；2020b；2021；2022; 後藤

他, 2023; 後藤・辻井, 2023；2025)． 

古い時代に描かれた動物の絵は，その時代にお

ける動物の分布などの参考になるほか，人と動物

の関係など，様々な観点から有用な資料になり，

ここで得た摺物もその時代を表す貴重な資料で

あると考えた． 
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1887（明治 20）年に山形県内で描かれたカメについて 

―両羽博物図譜に描かれたイシガメ科と思われる淡水ガメ 

後藤康人 1・野田英樹 2 

1 100-1498 東京都八丈島八丈町大賀郷 2551-2 八丈島を盛りあげ隊 歴史民俗資料館担当 

2 409-019 山梨県上野原市八ツ沢 2525 帝京科学大学 生命環境学部 アニマルサイエンス学科 

Freshwater Turtles Depicted in Yamagata Prefecture in 1887 

— Turtles Likely Belonging to the Family Geoemydidae in Ryou Hakubutsu Zufu. 

By Yasuhito GOTO1and Hideki NODA2 

1 Hachimoritai staff in charge of history and folklore museum, 2551-2, Okago, Hachijo-machi, 

Hachijojima, Tokyo, 100-1498, Japan 

2 Department of Animal Sciences, Faculty of Life & Environmental Sciences, Teikyo University of 

Science, 2525, Yatsusawa Uenohara, Yamanashi, 409-0193, Japan 

はじめに 

本 稿 で は 山 形 県 有 形 指 定 文 化 財 の

両羽博物図譜
り ょ う う は く ぶ つ ず ふ

に収められている淡水ガメ画（図１）

について報告する．明治二十年七月一日と記され

ていることから，1887 年 7 月 1 日に描き終えた

ものと推定される．東北地方の淡水ガメについて

は，古い年代の資料としては江戸時代中期（18 世

紀前期）の諸国産物帳に出羽国で 鼈
すっぽん

が確認でき

る．しかし，イシガメ科 Geoemydidae のカメを

示す名目は記されていない（後藤，2025）．両羽

博物図譜の作者である松森胤保
まつもり たねやす

（1825-1892）は

現在の山形県鶴岡市の人物であることから，現時

点で確認できる限り，東北地方における最も古い

部類のイシガメ科のカメ記録の１つと考えられ

る． 

 

松森胤保と両羽博物図譜 

松森は庄内藩士の家の出身で，現在の山形県鶴

岡市に生まれた．幼いころから文武両道に優れ，

戊辰戦争において活躍したのち，戦後は藩の敗戦 図 1．松森が描いた淡水ガメ（酒田市立図書館 HP

「両羽博物図譜の世界」より）． 
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処理から新体制移管に向けた業務全般に勤しん

だ．鶴岡に戻ってからも山形県会議員や酒田町戸

長など多くの公職に就いたが，61 歳で一切を辞

して自らの研究活動に専念し，生涯に 400 冊に

上る膨大な著述を残した．両羽博物図譜７部 59

巻（未完）は，羽前と羽後（現・山形県と秋田県）

の動植物や昆虫等を彩色して記録した図譜で，松

森の生涯最後の 10 年間に執筆されたものである

（磯野，1989a；1989b）．  

本稿作成においては，科学書院で刊行されてい

る影印本（松森，2023）をテキストとし，彩色さ

れた図絵は酒田市立図書館「両羽博物図譜の世界」

を参照した（酒田市立図書館ホームページ，2025

年 12 月 1 日確認）．画像の転載については事前

に酒田市立図書館に申請の上で使用のご許可を

いただいた． 

 

両羽博物図譜に採録されたカメ５種 

両羽博物図譜では５種のカメが採り上げられ

ている．スッポン（スッポン属 Pelodiscus sp.），

オ サ ガ メ Dermochelys coriacea ， タ イ マ イ

Eretmochelys imbricata，アカウミガメ Caretta 

caretta，そして本報告のイシガメ科と思われるカ

メである．スッポンは絵とともに養鼈に関する詳

細が記されている．オサガメは松森が模写した絵

についてごく短い文章が記されている．タイマイ

は鼈甲（べっ甲細工）について記されている．ア

カウミガメとイシガメ科と思われるカメは絵の

みで文章は添えられていない．磯野（1989a）は

両羽博物図譜のうち爬虫類と両生類についての

松森の関心の低さを指摘しているが，カメ５種の

著述内容に限っていえば，カメへの興味よりも地

元地域の殖産に資するか否かという観点から書

かれているように思える．  

 

松森のカメ画から読み取れる情報 

松森が描いたイシガメ科と思われるカメは幼

体と成体の２頭が描かれている．粗い線ではある

が，クサガメ Mauremys reevesii あるいはニホン

イシガメ M. japonica（以下イシガメ）と思われ

る形態的特徴が見られる（図１）．先述のとおり，

明治二十年七月一日と記してあるだけで，解説文

はなく，どのような経緯で描かれたものかは不明

である．ただし，松森が亡くなる５年前の筆であ

ること，研究対象の蒐集に熱心だった人物である

ことから，おそらく鶴岡市内の自宅で飼育してい

た個体を描いたのではないかと推察される．両羽

博物図譜には外国産爬虫類の図絵も収められて

いるが，磯野（1989a）は当時の鶴岡に国内外の

珍しい動物が見世物として興行に来ていた可能

性を指摘している．珍獣の見世物は江戸時代に入

って流行するようになったが，その中には身近な

生きもの（例えば大蟇や金魚）も含まれていた（神

田，2025）．種によっては売買が行われていたの

かもしれない．成体のカメは円錐状の木材の上に

載せられているが，このような扱い方は大阪の放

し亀と同様のもので江戸とは異なる（図２）．カ

メは西日本の飼育文化とともに持ち込まれた可

能性が考えられる． 

なお，カメの描写はクサガメともイシガメとも

判断し得るため，本稿では種レベルでの同定を行

わず，イシガメ科のカメとして扱った．今後の諸

賢の判断を仰ぎたい． 

 

おわりに（東北６県のクサガメとイシガメの扱い） 

興味深いことに東北６県のクサガメとイシガ

メに対する扱いは青森県（青森県，2008），秋田

県（本郷，2002），岩手県（岩手県，2020），宮城

県（宮城県，2021；藤原，2021），福島県（福島

県生活環境部自然保護課，2025）の５県が外来生
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物（外来種，国内移入，移入など）と見做してい

るのに対して，山形県では現時点（本稿の投稿時

点）で特に言及している形跡がない．例えば 2003

年に行われた日本全国カメさがし（日本自然保護

協会，2004）では山形県鶴岡市からクサガメが報

告され，また，2016 年に県が行った外来種生息

状況調査報告書（山形県みどり自然課，2017）で

も鶴岡市内でのクサガメ生息が確認できる（報告

書中の画像のキャプションに「気比池で採捕され

たニホンイシガメ」とあるが背甲の３本キールが

確認できることからクサガメを誤同定した可能

性が高い）．松森が残した淡水ガメ画は，それら

の侵入および定着の様相と直接的な因果関係を

示すものではないが，歴史背景を考える際の補助

的資料として位置づけることができよう． 
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The market price of the Japanese pond turtles (Mauremys japonica) in exhibition and sale of reptiles 

and amphibians in Japan. 
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はじめに 

野生個体の過剰採集（以下，乱獲）は，世界各

地でカメ類を劇的に減少させてきた主要因の 1

つである（Gibbons et al., 2000；Moll and Moll, 

2004；Stanford et al., 2020）．乱獲されたカメ類

は食用，薬用及びペット用として現地で利用され

るとともに，世界各地へと輸出されたものが商業

流通している． 

野外では，多くのカメ類は成体（メス）の生存

率が非常に高く，長い寿命の中で何度も産卵する

ことができる一方で，成熟までに長期間を要し，

卵内の胚発生中や孵化幼体等の初期の生存率は

非常に低く（Iverson, 1991），ほとんどの個体が

成体まで生き残れない．このような生態的特徴か

ら，カメ類の野外集団においてはひとたび成体の

個体数が激減すると，元の水準まで回復するのに

長 い 時 間 を 要 す る こ と （ Pitt and Nickerson, 

2013；Mullin et al. 2020），もしくは長期間が経

過 し て も 回 復 し な い こ と が 指 摘 さ れ て い る

（Keevil et al., 2018）．以上のことから，持続的
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に野生個体を商業利用することが可能な採集方

法の確立が強く求められていた． 

その一方で，個体群動態を予測するシミュレー

ションでは，カメ類は野生個体の持続的な利用が

不可能であることが多くの研究者らによって指

摘されている（Congdon et al., 1993, 1994; Dodd 

et al., 2016; Rachmansah et al., 2020）．これは，

幼齢期から若齢期の非常に高い死亡率と遅い成

熟といった生態的特徴から，カメ類は成体の生存

率が僅かに低下するだけで個体数が減少してい

く生物だからである（Congdon et al., 1993, 1994；

Enneson and Litzgus, 2008；Dodd et al. 2016）．

例えば，Dodd et al.（2016）はカロリナハコガメ

（Terrapene carolina）では，採集圧（生息数全体

に対する採集数の割合）が非常に低い値（例えば，

> 3.8 %）であったとしても，捕獲し続けること

でやがて絶滅してしまうことを定量的に予測し

た． 

日本広域に分布する固有種のニホンイシガメ

（Mauremys japonica）もまた，乱獲等の人為的

要因によって分布域の各地から消失しつつある

カメ類の１つである（Yasukawa et al., 2008；加

賀山・小賀野，2024）．現在，ニホンイシガメは

絶滅のおそれのある野生動植物の種の国際取引

に関する条約（ワシントン条約）附属書 II 掲載種

であるとともに，環境省のレッドリストにおいて

準絶滅危惧に選定されている（環境省, 2020，

2025 年 12 月 7 日現在）．環境省の調査により，

本種は日本全体で約 980,000 個体が生息してい

ると推定されているが，平成 25 年 8 月から平成

27 年 9 月の間に約 28,000 個体が輸出されたこと

が明らかとなった（環境省, 2015a, 2015b）．輸出

された個体は特定の地域に偏って捕獲されてい

たことから，こうした過剰利用が続けば地域個体

群または局所個体群の絶滅の恐れがあり，またそ

れが連続的に生じることで将来的には種の存続

を脅かす過剰な利用が行われている状態にある

と指摘された（環境省, 2015a, 2015b）． 

このような背景から，環境省は当分の間，ワシ

ントン条約附属書 II 掲載種であるニホンイシガ

メの輸出申請に対して，サイズの小さい未成熟個

体と飼育繁殖個体についてのみ，ワシントン条約

の科学当局として「当該輸出が当該動植物の種の

存続を脅かすものでない」旨の助言を行うことと

なった（環境省, 2015b）．しかしながら，野生個

体の採集や国内流通には条例や法令等での規制

がかかっておらず，依然として野外で捕獲された

と思われる数多くの個体が流通している（寺岡・

藤田, 2017）．幸いなことに本種では，愛好家らに

よって飼育繁殖技術が確立され，現在ではペット

ショップや展示即売会等においても数多くの飼

育繁殖個体が流通するようになってきている．今

後，飼育繁殖個体がより安価で流通するようにな

れば，野生からの捕獲に頼ることなくニホンイシ

ガメを飼育し続けることが可能となるが，これま

でにニホンイシガメの野生個体と飼育繁殖個体

の流通量や販売価格等に関する情報は全く報告

されていない．そこで，本研究では爬虫類・両生

類の展示即売会で販売されているニホンイシガ

メの販売数や価格等を整理し，流通状況を明らか

にすることを目的とした． 

 

方法 

2023 年 5 月から 2025 年 10 月にかけて，関東

地方（主に東京都）で開催された計 11 回の爬虫

類・両生類の展示即売会（即売会 A：4 回，即売

会 B：2 回，即売会 C：1 回，即売会 D：3 回，

即売会 E：1 回）において，ニホンイシガメの販

売価格等に関する情報を収集した．記録項目は店

舗名，ニホンイシガメの背甲長，性別，産地，販
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売個体数，価格，由来（飼育繁殖個体，野外採集

個体）の 7 項目とした．本稿では店舗名の記載は

行わず，記号（例えば，店 1）で表現することと

した．背甲長は値札に記載された数値または目測

によるおおよその大きさとし，販売個体数ととも

に可能な限り記録するよう努めた．販売個体の値

札に性別が記載されていた際は記録するととも

に，形態的特徴（例えば，尾の付け根の太さ，背

甲長）から性別が明確な場合は記録した．由来の

うち，飼育繁殖個体または野外採集個体のどちら

にも分類できないもの（値札に未記載）は不明と

して記録した．販売個体の産地について，島嶼名

や水系名等の詳細な採集場所を記載した店舗が

いくつか見られたが，保全上の観点（例えば，乱

獲を助長する恐れがある）から都府県までの記載

に留めた．また，飼育繁殖個体についても産地を

記載している店舗が見られたが，繁殖用の種親を

採集した地域，または飼育繁殖個体が生まれた地

域のどちらを指しているのかを判別することは

できなかった．なお，販売開始直後の時間帯に展

示即売会へ参加できていない調査回もあるため，

いくつかの個体が商取引された後に販売個体数

を記録している可能性があることに留意する必

要がある．また，今回参加した展示即売会の内，

即売会 D と即売会 E は飼育繁殖個体のみが販売

対象となっていた． 

作図及び統計解析には R（ver 4.4.3，R Core 

Team 2025）を使用した． 

 

結果 

ニホンイシガメの展示即売会ごとの販売価格等

の記録を付録（付録１．ニホンイシガメの販売情報

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.32125447 ）

に示した．背甲長が 3cm ほどの孵化幼体から 8cm

を超えるオスの成体や 15cm を超えるメスの成

体等の幅広いサイズの個体が多数販売されてい

た．岐阜県，静岡県，広島県，鹿児島県，埼玉県

等との産地の記載のある個体が販売されていた

が，多くの個体については産地が不明であった．

販 売 個 体 の 由 来 別 の 割 合 は 飼 育 繁 殖 個 体 で

83.8 %，野外採集個体で 14.8 %，不明で 1.4%で

あった．即売会 D や即売会 E での販売個体の由

来が全て飼育繁殖個体であったのに対して，即売

会 A や即売会 C，即売会 B では野外採集個体を

出品する店舗が見られ，特に即売会 A では野外

採集個体の頻度が高かった（図 1A）．メスの成体

の全てが野外採集個体である一方で，オスの成体

は飼育繁殖個体と野外採集個体がほぼ同頻度で

販売されていた（図 1B，付録 1）．また，幼体（背

甲長 3～6cm 程度）のほぼ全てが飼育繁殖個体で

あった（図 1B，付録 1）． 

オスとメスのペア販売等を含めると，販売価格

の範囲は 500 円から 25,000 円，販売個体数は 1

個体から 20 個体以上と店舗ごとにばらつきが見

られた．展示即売会ごとの販売価格（複数個体の

セット販売を除く）の平均値は即売会 C で 5,080

円（中央値 3,800，範囲 1,000-10,000，標準偏差

3,421.86，N = 12），即売会 E で 2,500 円（中央

値 2,250，範囲 2,000-3,500，標準偏差 707.11，

N = 4），即売会 D で 3,383.64 円（中央値 2,000，

範囲 500-18,000，標準偏差 3,198.76，N = 38），

即売会 A で 5,379.73 円（中央値 4,000，範囲 1,000-

18,000，標準偏差 3628.46，N = 74），即売会 B

で 5,442.86 円（中央値 5,000，範囲 2,500-7,800，

標準偏差 1,720.33，N = 7）であった（図 2A）．

ウィルコクソンの順位和検定（ボンフェローニ補

正）より，即売会 D と即売会 A 間（P < 0.001）

でのみ中央値に有意差が検出された．また，全展

示即売会のデータを統合したニホンイシガメの

由来別の販売価格は飼育繁殖個体で 4,552.70 円
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（中央値 3,300，範囲 500-18,000，標準偏差

3,457.06，N = 115），野外採集個体で 5,609 円（中

央値 4,000，範囲 1,500-15,800，標準偏差 3,488.8，

N = 20）であった（図 2B）．ウィルコクソンの順

位和検定より，飼育繁殖個体と野外採集個体間の

販売価格の中央値には有意な違いは見られなか

った（P = 0.07）． 

 

考察 

販売実態 

複数の展示即売会を対象とした調査により，近

年流通するニホンイシガメの販売個体の由来は

飼育繁殖個体が中心であることが明らかとなっ

た．2010 年代頃の展示即売会において，野外採

集と思われる多数のニホンイシガメ（主にメス成

体）が山積みの状態で販売されていたことに比べ

ると（例えば，寺岡・藤田, 2017），近年は野外採

集個体の販売数が減少傾向にあるのかもしれな

い．背甲長が 3～5cm 程度の幼体（当歳）が 2,000

～4,000 円ほどの価格で多数販売されていたこと

図 1．展示即売会と生活史段階ごとのニホンイシガ

メが販売されていた頻度（延べ店舗数）．CB

は飼育繫殖個体，WC は野外採集個体を表

す．ニホンイシガメが 1 個体でも販売されて

いた店舗を 1 つとしてカウントし，同一店舗

であっても展示即売会のイベントが異なる

ものは別サンプルとして集計した．生活史段

階は背甲長が 3～6cm の個体を幼体，8cm 以

上のオスをオス成体，15cm 以上のメスをメ

ス成体，性別の記入漏れ等の理由により上記

のどれにも分類できない個体を不明（メスの

未成熟個体を 1 個体加えた）とした．また，

セット販売の個体を含めて図示した． 

図２．展示即売会と由来ごとのニホンイシガメの販

売価格．CB は飼育繫殖個体，WC は野外採

集個体を表す．塗りつぶされた図形はバイオ

リンプロット，白抜きの図形は箱ひげ図を示

す．箱ひげ図内の黒色のプロットは平均値，

横線は中央値を表す．なお，図 B においては

由来が不明の 2 個体を除外して図示した． 
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は，ブリーダーらよる飼育繁殖が軌道に乗り，流

通システムが構築されつつあることを示唆して

いる．従って，将来的には野生個体の採集に頼ら

ない商業的な利用が可能になることが期待され

る． 

その一方で，店舗数や個体数は多くないものの，

日本各地を産地とする野外採集個体が確認され

たことから，現在でもニホンイシガメが採集され

続けていると考えられる．特に，成熟までに 8～

10 年ほどの期間を要するメスの成体（Kagayama, 

2020）では販売されていたものの全てが野外採

集個体であったことから，種親用に数多く捕獲さ

れ，その一部が販売され続けている可能性がある．

実際に，ニホンイシガメの長期的な標識再捕獲調

査を実施している地域において，カメと思われる

生物が入った麻袋を持つ不審者との遭遇事例や

採集者が持ち去った後にカメが全く見られなく

なったとの地元の方による証言があることに加

え（西堀他, 2024），調査のために個体識別された

個体が販売されていた流通事例があることから

（西堀, 2014），局所個体群の存続を脅かす野外

採集を迅速に抑制することが望まれる．ただし，

2025 年 3 月 12 日付けで一般社団法人日本爬虫

類両生類協会より「野生個体の取り扱い自粛要望

書」が発出され，野外で採集されたニホンイシガ

メおよびヤエヤマイシガメの販売及び取り扱い

の自粛が販売業者に求められたことから（楠田，

2025），今後はニホンイシガメの野外採集個体の

販売数がより減少していくことが期待される． 

本調査において，ニホンイシガメの野外採集個

体の販売数が少なかった原因としては，調査対象

とした展示即売会の方針や個体の搬入に伴うコ

スト，業界内での野外採集個体の販売自粛等が強

く影響している可能性がある．今回，調査対象と

した即売会 D と即売会 E は飼育繁殖個体のみを

販売するイベントであるため，飼育繁殖個体に偏

った販売記録を収集してしまった可能性も否定

できない．また，ニホンイシガメは最大で背甲長

が約 20cm，体重が約 1kg まで成長する生物であ

り（Yabe, 1989；加賀山, 未発表），販売する際に

大きな展示スペースを要するとともに個体の移

動に多大な労力がかかることから，実店舗からの

持ち込みを控えた可能性がある．しかし実際には，

ペットショップ等の実店舗では未だに野外採集

と思われる個体が販売されていることから（加賀

山, 未発表），今後はペットショップ等の実店舗

を含めた包括的な調査を実施し，より詳細にニホ

ンイシガメの販売数や販売価格及び由来を明ら

かにしていく必要があるだろう．特に，現在のニ

ホンイシガメの主要な分布域である西日本を中

心に（Yasukawa et al., 2008；Kagayama et al., 

2020），展示即売会及びペットショップ等の実店

舗を対象とした流通実態の定量評価を行うこと

が重要になると考えられる． 

カメ類は魚類や両生類等の他の分類群と異な

り，野外採集個体の販売実態が把握しにくい生物

である．淡水魚やサンショウウオ類等のようにイ

ンターネットオークションで個人での販売が可

能である生物については，取引状況が閲覧可能な

状態で残る利点を活用した販売実態の定量化が

進められてきた（高久・諸澤, 2021；照井・徳田, 

2021；上野・江口, 2023）．しかしながら，現在，

爬虫類は動物愛護管理法によって対面での販売

（ 説 明 ） が 義 務 付 け ら れ て い る た め

（https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/1

_law/trader.html, 2025 年 12 月 7 日最終確認），

基本的にはインターネット上に取引に関する情

報が残されておらず，ペットショップ等の各店舗

での現地調査を実施しない限り，流通状況に関す

る基礎情報が収集できずにいた．数多くの店舗が
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出店する展示即売会は爬虫類の流通実態を効率

的に把握することが可能な機会となるため，今後

はペットショップ等の実店舗での販売情報を併

せることで，対象種の全体的な流通状況を把握す

ることが可能になるだろう． 

 

保全への示唆 

一般的に，淡水生カメ類はメスの成体の生存率

が僅かに低下しただけで個体群の存続性が劇的

に低下するため（Congdon et al., 1993, 1994；

Enneson and Litzgus, 2008），業者による商業目

的の乱獲だけでなく，マニア等の私的利用（例え

ば，観賞用や繁殖用個体の採集）による少数個体

の継続的な採集によっても，局所絶滅を引き起こ

す恐れがある（例えば，Dodd et al., 2016）．局所

絶滅に至らなかったとしても，個体数を迅速に回

復させることが困難なカメ類にとって（Pitt and 

Nickerson, 2013；Keevil et al., 2018；Mullin et al. 

2020），乱獲等による急速な低密度化は個体群存

続に対する重大な脅威となるだろう．従って，分

布域の各地から消失しつつあるニホンイシガメ

（Yasukawa et al., 2008；加賀山・小賀野，2024）

の将来的な局所絶滅を食い止めるために，野生個

体（特にメスの成体）の採集規制は必須な保全対

策の１つになると考えられる． 

野生個体の採集を禁止しつつ，許可を得た事業

者のみが飼育繁殖個体を販売することが可能な

枠組みとして「絶滅のおそれのある野生動植物の

種の保存に関する法律（種の保存法）」により指

定される「特定第一種国内希少野生動植物種（以

下，特定第一種）」がある（例えば，令和 7 年に

動 物 で 初 め て 指 定 さ れ た ゼ ニ タ ナ ゴ ， 

https://www.env.go.jp/nature/kisho/domestic/li

st.html，2025 年 12 月 7 日最終確認）．ニホンイ

シガメもこの特定第一種に指定すれば野生個体

を採集圧から守るとともに，許可を受けて正規に

得られた飼育繁殖個体を市場に流通させること

ができるため，違法採集を抑制することが可能に

なると期待される．しかしながら，特定第一種へ

と指定するためには，解消しなくてはならない大

きな課題が残されている．特定第一種を含む国内

希少野生動植物種は，環境省レッドリストの絶滅

危 惧 種 の 中 か ら 指 定 さ れ る た め

（ https://www.env.go.jp/nature/kisho/hozen/h

ozonho.html，2025 年 12 月 7 日最終確認），現状

で準絶滅危惧と評価されているニホンイシガメ

はそもそも候補種の対象にすらならない．従って，

早急に絶滅危惧種へとランクが上がるよう，生息

状況を定量的に評価した論文を多数出版し，現在

置かれている危機的状況を社会へと広く発信し

ていく必要があるだろう．また，特定第一種へと

指定されることにより生じる弊害も存在する．特

定第一種へと指定されるとニホンイシガメの捕

獲等が禁止され，許可を受けていない捕獲ができ

なくなることから，生息状況把握を目的とした捕

獲調査が実施されにくくなる恐れがある．加えて，

魚類を対象として設置した漁具（例えば，カニ籠）

に混獲される事例が知られており（山口, 2019），

非意図的に捕獲された際の対処法等，事前に調整

が必要な課題が残されている．１つの解決策とし

て，特定第一種ではあるが再放流を前提とした捕

獲調査の容認等，キャッチ＆リリースを許容する

運用とすることで，上記の問題には柔軟に対応す

ることができると考えられる． 

 

追記 

本稿が投稿された時点では，環境省のレッドリ

ストにおいてニホンイシガメは準絶滅危惧に選

定されていたが（環境省, 2020），2026 年 3 月 17

日に公表された第５次レッドリストにおいて，準
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絶滅危惧から絶滅危惧Ⅱ類（VU）へとカテゴリ

ーが１段階引き上げられ，絶滅危惧種と評価され

ることとなった（環境省, 2026）点に留意する必

要がある． 
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